
    令和8年度は、地域資源を最大限に活かしながら、交流人口の創出・拡大と地域活性化を図るべく、取
り組んでまいります。主な点は以下の通りです。
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　一般社団法人二戸市観光ツーリズム協会令和8年度定期総会は、
令和8年５月２8日（木）、午後5時から二戸パークホテルにおいて
開催されました。
　当日、中田会長は開会にあたり、一般社団法人化から2年が経過
し、旅行会社などからの信頼向上や事業の広がりを実感していると
述べました。また、人口減少が進む中、観光を通じて地域と関わる
「関係人口」の創出が重要であると強調しました。今後は体験型観
光や高付加価値な観光コンテンツの充実を図りながら、地域の魅力
向上に取り組んでいく考えを示し、最後に、「関係人口10万人の二
戸市」を目標に、会員とともに協会一丸となって歩んでいきたいと
抱負を語りました。続いて橋本事務局長から、総会の成立条件であ
る出席状況（※議決権を有する総正会員数94名、当日出席者３5
名、委任状出席者５3名）の説明があり「定款第1７条1項」の規定
による「総正会員数の過半数を超える正会員」の出席が確認され、
総会が成立したことが宣せられました。全3件の上程議案をいずれも
原案通り承認可決しました。
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議　　事

議案第1号　 

令和7年度一般社団法人二戸市観光ツーリズム協会事業報告及び収支報告について

　議長は事務局に説明を求め、事務局は、「令和7年度、物価高騰やクマ出没の影響など厳しい状況もあっ
たが、シェアサイクル「へのクル」の利用件数が446件に達するなど、着実な成果を上げることができ
た。また、折爪岳ヒメボタル観賞ツアーや日本遺産ツアーなど計14件の旅行サービス手配を実施し、地域
経済の活性化に取り組んだ。」旨の事業報告をし、収支報告を資料に基づき説明を行いました。

議案第2号　 
令和8年度一般社団法人二戸市観光ツーリズム協会事業計画（案）及び収支予算（案）について

2.産業体験型コンテンツ造成
　フルーツ摘み取り体験を夏と秋に実施します。受け入れ事業者の負担を軽減しつつ、省力化と収益性向の
両立を図ります。また、定期的な来園や購入を促す仕組みを通じて、単なる観光客にとどまらない継続的な
関わりを持つ「関係人口」の創出・拡大へと繋げます。

1.観光客の誘致と地域の魅力発信
　地域外から来訪者を増やすことを目的に、観光資源の掘り起こしと情報発信を強化し、旅行会社を通じ
た手配受託や、地域ならではの体験プランの造成に取り組み、より多くの方に本地域の魅力を体感してい
ただけるよう取り組みます。

3.二戸市周遊コース造成事業
　新たな試みとして「重ね捺しスタンプ」を活用した周遊コースを造成します。市内の関連スポットを配置
し、すべての地点を巡ってひとつの絵画が完成する仕組みを導入することで、来訪者が自然と市内各地を周
遊する導線を構築します。



総会後の懇親会では、金田一温泉開湯400年を記
念して醸造された特別酒が振る舞われました。
江戸時代当時にも用いられていたとされる「生
酛造り」の製法を採用し、現代の日本酒とはひ
と味違う、趣深い味わいに仕上げられた記念の
お酒です。

【販売場所】
カダルテラス金田一
なにゃーと物産センター
南部美人　本蔵

【販売価格】
720㎖　3,300円
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4.全旅クーポン事業
　地域観光業者の清算効率化と送客支援を目的とした全旅クーポン事業を導入します。関係する当協会会員
への説明と周知を徹底することで、事業運用に向けた加盟同盟の獲得と協会体制の構築を推進します。

また、昨年度に引き続き「産業マルシェNINOHE」の事務局を担い、地域産業の魅力発信に取り組みま
す。あわせて、観光ガイド人材の育成や旅行客の受入体制の強化、観光案内所や九戸城ガイドハウス、折
爪岳キャンプ場等の運営を通じ、来訪者の満足度向上と観光地の魅力向上を図り、二戸市のPRと交流人口
の拡大につなげてまいります。

以上の取り組みを通じて、本年度も地域とともに歩み、魅力あるまちづくりに向けて着実に進んでまいります。

議案第3号　

役員の選任について

900本限定ですので、ご希望の方はお早めにお
買い求めください。

<金田一温泉開湯四百年記念酒について>





任期満了に伴う役員の選任について新体制案の審議を行い、満場一
致にて可決承認されました。
　新体制では呑香稲荷神社宮司の小保内威彦氏が新会長となります。
就任にあたり小保内氏は、「観光についてはまだ学ぶべきことが多い
が、皆さまのお力をお借りしながら協会運営に取り組んでいきたい」
と挨拶しました。また、九州や関西で感じた地域への誇りや発信力の
大切さに触れ、二戸・カシオペア地域にも多くの魅力があることを改
めて実感していると述べ、地域の魅力を一人ひとりが発信し、おもて
なしの心を大切にすることが、観光客の再訪や関係人口の拡大につな
がるとの考えを示しました。
　最後に、「会員の皆さまと力を合わせながら、地域がより誇りを持
てる場所となるよう取り組んでいきたい」と抱負を語りました。

<オリジナルフレーム
金田一温泉開湯400周年記念切手について>

二戸郵便局様のご協力により発行された記念切手に
は、金田一温泉の風景や特産品、おぼない旅館女将
「大建ももこさん」が描いたイラストがデザインさ
れています。

【販売場所】
<切手シート>
県北圏域の郵便局

<記念台紙付き切手>
カダルテラス金田一
おぼない
緑風荘

その他
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